
＜実践企業事例＞

日豊食品工業株式会社

2024年8月5日（月）
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概要

会社名称 日豊食品工業株式会社

設立 1961年（昭和36年）9月

資本金 1億8,000万円

株主 株式会社ニッスイ（100％）

代表者 代表取締役社長 小野雅充

従業員数 103名（2024年6月時点）

事業内容 食品製造、製氷、低温倉庫、不動産賃貸

エリア 熊本エリア（城南・近見）、大分エリア

加入団体 日本冷凍食品協会、日本冷蔵倉庫協会 他

取扱い品名 【冷凍調理食品】
オムライス、卵そぼろ、惣菜
【製氷】
かき氷（いちご、金時）、かちわり氷、角氷

「健康をつくり、
心をつくり、
故郷をつくる」

企業理念
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・食品事業（冷凍調理食品・製氷）

・低温倉庫事業

【事業概要】
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2017年

ニッスイグループ

健康経営宣言

2017年～

本格的に健康増進

活動を開始
2019年

ヘルスター健康宣言

（協会けんぽ）

2020年～

健康経営優良法人
認定

2024年

健康経営優良法人

（ブライト500）認定

【現在までの経緯】

※画像1

※画像2

従業員の高年齢化に伴い様々な問題
（生活習慣病・がんの罹患者増など）が発生。
長く健康に働ける会社を目指し、
健康経営に取り組んでいます。
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画像1 ヘルスター健康宣言 画像2 健康経営優良法人認定証

健康経営優良法人申請をするにあたり
ヘルスター健康宣言は必須です。
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【健康経営を始めるにあたり…】

協会けんぽ（コラボヘルス※）や産業保健総合支援センターなどの
事業場外資源を上手に活用しましょう。

※コラボヘルス
保険者と事業者が積極的に連携し、明確な役割分担と良好な職場環境のもと、加入者
の予防・健康づくりを効率的・効果的に実行すること

無料で利用できるサービスがたくさんあります！
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【健康経営を始めるにあたり…】

事業所カルテや健康づくりセミナー、
メールマガジン（協会けんぽ）

・無料で利用できるサービス（一例）

健康経営優良法人申請セミナー、
定例会など年2回開催
（くまもと健康企業会）

くまもとスマート
ライフアプリ（熊本県）

産業保健研修会やメールマガジン
（熊本産業保健総合支援センター）

など
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【当社の従業員年齢構成】

60代以上

32%

50代

27%

40代

16%

20代・30代

25%

年齢構成

従業員数：103名
（2024年6月時点）

50代以上が約60％
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【健康経営の各種取り組み①】

・定期健康診断

巡回健診バスを利用（会社で受診）

基本的に就業時間中に受診できるよう
3日間に分けてスケジュール調整
（35歳以上は生活習慣病予防健診）

就業時間中に実施（会社で場所を設ける）

本人から同意が得られれば常勤保健師が同席を行い、
本人の状況について把握

・保健指導
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【健康経営の各種取り組み②】

・受診勧奨

少し前までは受診勧奨をしていたものの把握までは…

2022年度～把握をするために受診報告を開始
（期限付き）

2024年度～就業規則に受診するよう記載

未受診者については
精密検査の必要性などを面談でお伝え
（ただ、行かされるだけではダメ！）
→2023年度は100％受診

まずはやっていることから
確実に実施！
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【健康経営の各種取り組み③】

・常勤保健師の採用

2022年度～1名採用

★採用に至った理由
①従業員の健康管理、健康経営が重要視されてきたため
②なかなか片手間ではできなくなってきたため
③従業員の安心感や離職防止につながるように など

相談対応や教育、健診や予防接種対応業務などを実施。

休憩所の一角に部屋があることで「気軽に相談しやすい」という
声もいただいてます（工場内のパトロールやトイレで話すことも）。

医療職者でなくても悩みごとに寄り添う、一緒に考えることで
窓口としての役割を果たすことができます。
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【健康経営の各種取り組み④】

・健康増進チャレンジキャンペーン（1/2）

2018年度～
選択したチャレンジを実施・記録し、
そのポイントの上位者を表彰。

期間：3か月間

11項目中4項目までチャレンジ可能。

①禁煙 ②休肝（減酒） ③睡眠 ④1日3食 ⑤就寝前早めの食事

⑥運動 ⑦体重管理 ⑧減量 ⑨血圧管理 ⑩歯磨き ⑪減塩
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【健康経営の各種取り組み⑤】

・健康増進チャレンジキャンペーン（2/2）

チャレンジ通信を定期的に発信。
2023年度～
チャレンジ通信協力者には追加で
ボーナスポイントを付与しています。

約150名（約80％※常勤職員以外も含む）が
毎年参加されます。

禁煙成功者や減量成功者が毎年でています◎

本人および他の従業員の
モチベーション向上、
コミュニケーションの
活性化にも効果あり！
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【健康経営の各種取り組み⑥】

・ウォーキングイベント

2022年度～くまもと健康企業会での参加をきっかけに開催。
（以前は健康増進チャレンジキャンペーンの中で実施）

くまもとスマートライフアプリ使用。
団体登録ができるので、社内でのランキングを利用。

ランキング上位者には社長より表彰（インセンティブ付与）。

約90名が参加。
使用アプリ「くまもとスマートライフアプリ（歩数計アプリ）」
※熊本県健康づくり推進課HP
https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/44/5078.html
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【健康経営の各種取り組み⑦】

・感謝グッジョブカードキャンペーン

2017年度～
感謝やグッジョブと思うことに対して
カードもしくはQRコードにて発信する制度

実施期間：約2か月間

ペンネームや匿名での投稿も可能

毎年450件前後投稿があります。
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【健康経営の各種取り組み⑧】

・デジタルサイネージ導入

2023年度～
掲示板としての機能以外に熱中症・感染症対策の呼びかけなどを実施。
動画（ラジオ体操や腰痛・肩こり予防など）も流している。

目に留まりやすい2カ所設置

インフルエンザ予防接種
（会社で実施）

毎朝ラジオ体操

その他にも…
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【健康経営の各種取り組み⑨】

ボウリング大会・暑気払い 懇親会

禁煙・
受動喫煙防止対策

2023年度～
屋内完全禁煙

抽選会があったり、
美味しいものが並びます。
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【健康経営を進める上での効果】

・従業員に高年齢労働者が多いので、目に見えたデータの改善
（有所見率の減少など）は今も奮闘中。

・健康に関する情報の発信や会話をすることで健康意識は確実に向上中！
（健康相談も増えました。）

・健康診断の精密検査で治療につながった。

・会社のイメージ向上
（令和5年度熊本県健康づくり県民会議にて
表彰していただきました。）

・従業員の健康を志す皆さんとの関わりが増加
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【まとめ】

・まずは経営層の理解を得るために、健康経営の重要性などをお伝えする。

・事業場外資源を積極的に活用してみましょう。

・外部への発信を積極的に。健康経営に関するセミナーなどに行ってみる。
（セミナーの情報だけでなく、人との関わりもゲットできるかも！）

・最初からすべての内容にとりかかるのではなく、
できそうな内容から取り組んでみるのもよいでしょう。

・PDCAサイクルを回す。
（健康経営に終わりなし！改善しながら進めていきましょう。）

・従業員に参加意識を植え付けていくためにイベントごとの社内通知を徹底。

本日のセミナー内容！
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魅力ある会社にするために是非

健康経営に取り組んでみてはいかがでしょうか。

問合せ：業務部 池田までmail（k_ikeda@nippo-fd.co.jp）代表TEL（0964-28-7071）

会社HP
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